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篠山市伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱
平成16年６月23日

教委告示第１６号
平成17年2月16日教委告示第5号改正

（目的）
この要綱は、篠山市伝統的建造物群保存地区保存条例（平成15年条例第44号。第１条

以下「条例」という ）第10条の規定による補助金の交付に関し、必要な事項を定め。
るものとする。
（用語の定義）
この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号の定め第２条

るところによる。
（1）保存地区 文化財保護法第142条に規定する伝統的建造物群保存地区をいう。
（2）保存計画 条例第３条に規定する保存地区の保存に関する計画をいう。
（3）建築物等 建築基準法第２条第１号に規定する建築物及びその他の工作物をいう。
（4）伝統的建造物 保存計画で伝統的建造物に決定された物件をいう。
（5）環境物件 保存計画で環境物件に決定された物件をいう。

（補助の対象者）
補助金は、保存地区内の土地又は建築物等若しくは環境物件の所有者等で、保第３条

存計画に基づく事業を行うものに対し、毎年度予算の範囲内で交付する。
（補助対象及び補助金の額等）
補助金の交付の対象となる事業の種類、当該対象となる経費及びこれに対する第４条

補助率並びに補助金の額は、別表に定めるとおりとする。

２ 補助対象経費が10万円以下のものは補助対象としない。
（補助金の交付申請）
補助金の交付を受けようとするものは、補助金交付申請書（様式第１号）に所第５条

定の書類を添付し、定められた期日までに教育委員会に申請しなければならない。
（補助金の交付決定）
教育委員会は、前条の申請があったときは、その内容を審査するとともに、必第６条

要に応じて現地調査を実施し、当該申請にかかる補助金を交付すべきものと認めたと
きは、補助金交付決定通知書（様式第２号）により当該申請者に交付決定を通知する
ものとする。
２ 教育委員会は、前項の規定により補助金の交付を決定する場合において、当該補助

、 。金交付の目的を達成するために必要があると認めるときは 条件を付すことができる
（補助事業の実施）

前条第１項の通知を受けたもの（以下「補助事業者」という ）は、補助事業第７条 。
を同条第１項の通知を受けた後に着工するものとし、同条第２項の条件が付された場
合はそれを遵守しなければならない。
（申請事項の変更等）
補助事業者は、補助金交付申請書に記載した事項を変更しようとするときは、第８条

あらかじめ変更承認申請書（様式第３号）を教育委員会に提出し、教育委員会の承認

を受けなければならない。
２ 教育委員会は、前項の規定により変更承認にあわせて補助金の変更交付決定を行う
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場合は、第６条第１項及び第２項の規定に準じ決定を行い、その旨を補助金交付決定
変更通知書（様式第４号）により当該申請者に通知するものとする。

（実績報告）
補助事業者は、当該補助事業が完了したときは、補助事業実績報告書（様式第第９条

５号）に所定の書類を添付し、定められた期日までに教育委員会に提出しなければな
らない。
（補助金の額の確定）
教育委員会は、前条の実績報告書の提出があったときは、当該報告の内容を審第10条

査するとともに、必要に応じて現地調査を実施し、交付決定内容及び条件等に適合す
、 、 （ ） 、るときは 交付すべき補助金の額を確定し 補助金確定通知書 様式第６号 により

その額を当該補助事業者に通知するものとする。
（補助金の交付）
教育委員会は、前条により額の確定を行ったのち、補助事業者から提出される第11条

補助金交付請求書（様式第７号）により補助金を交付するものとする。

（交付決定の取消し）
教育委員会は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、第12条

当該交付決定の全部又は一部を取り消すことができる。
（1）この要綱の規定に違反したとき。
（2）補助金を他の用途に使用したとき。
（3）交付決定の内容又はこれに付した条件に違反したとき。

（4）偽りその他不正の手段により交付決定を受けたとき。
（補助金の返還）
教育委員会は、前条の取消しを決定した場合において、当該取消しにかかわる第13条

部分に関し、既に補助金が交付決定されているときは、期限を定めて返還を命ずるも
のとする。
（指導及び監査）

教育委員会は、補助事業者の事業実施について適切な指導を行うととともに、第14条
必要があると認めたときは、補助金の使途について監査することができる。
（補助対象の適正管理）
補助の対象となった建築物等並びに環境物件の所有者等は、当該対象物件の適第15条

正な管理に努めなければならない。
（その他）

この要綱に定めるもののほか、必要な事項については、教育委員会が別に定め第16条
るものとする。
附 則
この要綱は、平成17年４月１日から施行する。
（平成17年２月16日教委告示第５号）附 則

この要綱は、平成17年４月１日から施行する。
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別表（第４条関係）

事業の 補助限度額
補 助 対 象 経 費 補助率

種 類 （万円）

伝統的建 建 築 物 外観を保存計画の修理基準に基づき修理するた ８／１０ ８００

造物の修 (主屋･長屋門 めに要する経費（構造耐力上主要な部分の修理 以内

理 ･離れ･土蔵･ 及び補強並びに耐震性等防災性能向上に要する

納屋･本堂） 経費を含む）

その他工作物 保存計画の修理基準に基づき修理するために要 ８／１０ ３００

(門・塀) する経費 以内

環境物件 樹木･竹藪･生垣 保存計画の修理基準に基づき復旧するために要 ８／１０ ５０

の復旧 する経費 以内

伝統的建 建 築 物 新築、増築、改築、移転又は修繕、模様替えも ６／１０ ６００

造物以外 しくは色彩の変更で、外観を保存計画の修景基 以内

の建築物 準に基づき修景するために要する経費

等の修景

その他工作物 保存計画の修景基準に基づき修景するために要 ６／１０ ２００

(門・塀) する経費 以内

保存団体 保存団体等 保存地区住民等により組織された保存団体の活 ８／１０ ３０

等の活動 動及び伝統的建造物等の保存技術の向上等を目 以内

事業 的とした団体に係る活動に要する経費



- 4 -

様式第１号（第５条関係）

補 助 金 交 付 申 請 書

年 月 日

篠山市教育委員会 様

住所

氏名 印

電話

下記の事業について、篠山市伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱第５条の規定に
より、関係書類を添えて補助金の交付を申請します。

記

事 業 実 施 の 場 所 篠山市

事 業 の 内 容

経 費 区 分 別記１のとおり

補助金交付申請額 円

事業着手予定年月日 年 月 日

事業完了予定年月日 年 月 日

（添付書類 （1)別記１様式（2）設計図書及び仕様書（3）見積書（4）現況写真）
（5）その他教育委員会が必要と認める資料
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別記１（第５条関係）

収 支 予 算 書

１ 収入の部

科 目 予 算 額 摘 要

市 補 助 金 円

事 業 者 負 担 金 円

円

円

計 円 補助対象経費 円

２ 支出の部

科 目 予 算 額 摘 要

円

円

円

円

計 円 補助対象経費 円

（注 ・収支の計はそれぞれ一致する。）



- 6 -

様式第２号（第６条関係）

補 助 金 交 付 決 定 通 知 書

第 号

年 月 日

様

篠山市教育委員会 印

年 月 日付けで申請のあった事業について、下記のとおり交付すること

に決定したので、篠山市伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱第６条の規定により通

知します。

記

事 業 実 施 の 場 所 篠山市

事 業 の 内 容 年 月 日付けで申請のあった事業のとおり

総 事 業 費 円

補 助 対 象 経 費 円

補助金交付決定額 円

交 付 の 条 件
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様式第３号（第８条関係）

変 更 承 認 申 請 書

年 月 日

篠山市教育委員会 様

住所

氏名 印

電話

年 月 日付け第 号で交付決定通知のあった事業について、下記の
とおり変更したいので、承認くださるよう篠山市伝統的建造物群保存地区補助金交付要
綱第８条第１項の規定により関係資料を添えて申請します。

記

事 業 実 施 の 場 所 篠山市

変 更 の 理 由

変 更 の 内 容

経 費 区 分 別記２のとおり

変 更 後 総 事 業 費 円

変更後補助金交付申請額 円

変更による補助金増減額 円

（添付書類 （1)別記２様式（2）設計図書及び仕様書（3）見積書（4）現況写真）
（5）その他教育委員会が必要と認める資料
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別記２（第８条関係）

収 支 予 算 書

１ 収入の部

科 目 予 算 額 摘 要

（ 円）
市 補 助 金

円

（ 円）
事 業 者 負 担 金

円

（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）
計

円 補助対象経費 円

２ 支出の部

科 目 予 算 額 摘 要

（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

（ 円）

円

計 （ 円）

円 補助対象経費 円

（注 ・収支の計はそれぞれ一致する。）

・変更前を上段に（ ）書き、変更後を下段に記入する。
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様式第４号（第８条関係）

補 助 金 交 付 決 定 変 更 通 知 書

第 号

年 月 日

様

篠山市教育委員会 印

年 月 日付けで変更承認申請のあった事業については、 年 月

日付け第 号の交付決定を下記のとおり変更して交付することに決定したので、篠山

市伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱第８条第２項の規定により通知します。

記

事 業 実 施 の 場 所 篠山市

事 業 の 内 容 年 月 日付けで変更承認申請のあった事業のとおり

総 事 業 費 円

補 助 対 象 経 費 円

補助金交付決定額 円

今回増減する補助金の額 円

交 付 の 条 件
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様式第５号（第９条関係）

補 助 事 業 実 績 報 告 書

年 月 日

篠山市教育委員会 様

住所

氏名 印

電話

年 月 日付け第 号により交付決定通知のあった事業を下記のとお
り実施したので、篠山市伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱第９条の規定により、
その実績を報告します。

記

事 業 実 施 の 場 所 篠山市

事 業 の 内 容

経 費 区 分 別記３のとおり

総 事 業 費 円

補助金交付決定額 円

事 業 着 手 年 月 日 年 月 日

事 業 完 了 年 月 日 年 月 日

（添付書類 （1)別記３様式（2）実施設計図書（3）補助事業の経過及び成果を証する）
書類並びに写真等の資料（4）その他教育委員会が必要と認める資料
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別記３（第９条関係）

収 支 決 算 書

１ 収入の部

科 目 決 算 額 摘 要

（ ）円
市 補 助 金

円

（ ）円
事 業 者 負 担 金

円

（ ）円

円

（ ）円

円

（ ）円
計

円 補助対象経費 円

２ 支出の部

科 目 決 算 額 摘 要

（ ）円

円

（ ）円

円

（ ）円

円

（ ）円

円

（ ）計 円

円 補助対象経費 円

（注 ・収支の計はそれぞれ一致する。）

・市補助金は、見込額を記入する。

・申請内容を上段に（ ）書き、実績を下段に記入する。

・科目は収支予算書と一致する。
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様式第６号（第１０条関係）

補 助 金 確 定 通 知 書

第 号

年 月 日

様

篠山市教育委員会 印

年 月 日付けで報告のあった補助事業実績報告書を審査の結果、下記金

額を当該事業に対する補助金として確定したので、篠山市伝統的建造物群保存地区補助

金交付要綱第１０条の規定により通知します。

記

１ 補助金確定額

金 円
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様式第７号（第１１条関係）

補 助 金 交 付 請 求 書

金 円也

ただし、平成 年度篠山市伝統的建造物群保存地区補助金

年 月 日付け第 号により補助金確定通知のありましたみだしの補

助金について、下記のとおり補助金の交付を請求します。

記

補 助 金 確 定 額 円

既 受 入 額 円

差 引 今 回 請 求 額 円

＜根拠＞補 助 金 確 定 通 知 第 号

年 月 日

年 月 日

篠山市教育委員会 様

住 所

氏 名 印

電話番号

（振込先）

金 融 機 関 名

預 金 種 別

口 座 番 号

口 座 名 義

※ 郵便局以外の金融機関をご記入ください。


